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令和6年8月12日（月）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：藤原　香織
	赤坂
	金井
	坂本
	本川
	城内
	
佐藤（裕）
	菊地
	竹ケ原
	藤原
	上野（夢）

	深
	準
	準
	休
	〇
	休
	深
	休
	〇
	休

	矢幅
	永瀬
	橘（杏）
	土橋
	大村
	佐藤（美）
	田浦
	北向
	木村
	馬場　　

	休
	〇
	休
	　〇
	病欠
	〇
	準
	休
	深
	休

	　春日
	織田
	細海
	上野（由）
	橘（み）
	
	
	
	
	

	休
	休
	年
	〇
	〇
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・高屋敷　正規様～東病棟合併症室
・馬場　日出子様～東病棟Bユニット1号室

【転出】
・山本　幸夫様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Aユニット116号室
・田中　ハルエ様～東病棟Bユニット1号室→南病棟Bユニット30号室

【ユニット移動】
・北川　忠雄様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット3号室


＜患者様連絡事項＞
・山本　幸夫様～主治医不在のため今川Drへ報告、臨時薬同内容7日分継続処方。

・松原　哲夫様～ロナセンテープ同内容8/16～の分7日分継続処方。

・和田　昌様～採血結果より炭酸リチウム(200)4T3×→2T2×へ減薬となる。

・横田　健様～呼名に反応乏しい、今川Dr報告し心電図モニター開始となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、私物弄りや他室侵入あり行動自制出来ず時間早め開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。開放中、頻回な来詰めや他患者へ付き纏う行為見られ適宜介入要している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。対面時は聞き入れ良好であり不穏・興奮なく経過。自室で静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜金Dr診察情報＞
・田名部　幸子様～臨時薬8/15～の分同内容継続処方となる。

・大嶋　一喜様～臨時薬同内容継続処方となる。

・藪　真弓様～臨時薬同内容継続、持参薬テグレトール当院切替処方となる。
　　　　　　　
・古里　セキ様～持参、当院切替アレンドロン酸8/13の分処方となる。血糖測定、明日～中止。

＜入院患者様情報＞
①氏　　名：高屋敷　正規（たかやしき　まさき）様
　生年月日：昭和29年10月5日(69歳)
　病　　名：統合失調症
[bookmark: _GoBack]　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　昭和54年4月より幻聴や独語があり、昭和56年5月に八戸赤十字病院　
　精神科での治療開始。途中、家族の意向もあり治療中断していた時
　期もあったが、症状の悪化とともに治療再開している。いままでに
　入院歴はなく、通院にて薬剤調整を行い経過していた。現在は、不
　在の多い弟と90歳の母と同居中。実家のたばこ農園を手伝うなどし
　て経過していたがR6年5月頃より体重減少目立ち、7月には歩行困難
　となり救急要請を受け同院救急外来受診。経緯は不明だが7/13頃よ
　り精神科薬服薬なく、食事も殆ど取っていなかった模様。処置とし
　ては経管栄養を実施。前後に吸引も行っている。歩行訓練には取り
　組んでいる。
　入院時は幻聴が顕著であったが、現在はおちついている。継続治療と
　環境調整目的にて転院相談あり、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。　

②氏　　名：馬場　日出子（ばば　ひでこ）様
　生年月日：昭和27年2月22日(71歳)
　病　　名：不安神経症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr　サポート医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット　1号室

　＜経過＞
　三沢市にて同胞3名第1子長女として出生。地元の小・中学校卒業後、
　八戸市内の高校へ進学。卒業後、建築関係の会社で勤務していたが、
　23歳で結婚した事を機に職場を退職。その後、長崎屋等で接客業に
　従事していた。平成21年頃に夫が死去後より単身生活となっていた。
　新型コロナウイルス感染症の流行で家族や親族の往来が無くなった
　頃より不安の訴えが聞かれるようになっていた。些細な身体不調で
　かかりつけ医を頻回に受診する等の様子も見られていた。令和4年1
　2月に自身も新型コロナウイルス陽性となって以降、家族に体調不
　良について頻回に訴えるような連絡が増加。諸検査を行い、異常所
　見無しと判断されたにも関わらず救急要請を行う行動も見られてい
　た。R5.2.3岡三沢診療所からの紹介でおおぞらクリニック通院開
　始。その後身体的な不調の訴えや家族への執拗な電話等迷惑行為
　頻回であることから、R5.5に青南病院へ1回目の医療保護入院とな
　り、同クリニック診療一旦中止なる。精神症状が安定した為、令
　和5年8月21日 御家族と共に施設見学行い事前に体験利用を実施し
　R5年10月14日 サービス付き高齢者向け住宅「悠楽の里」へ退院
　となる。デイサービス利用しながら同クリニック通院再開。その後
　心気的な言動が徐々に増えはじめクリニックなどへの連絡が頻繁と
　なってくる。通院の度に医師から指導を行うが、本人の了解は悪い
　状況で不定愁訴は変わらず、他院の受診をすることもある。また
　他入居者への過干渉もみられトラブル傾向となっていた。施設入所
　中であることから本人の日常生活上食事や睡眠などについての大き
　な支障は見られていない。R6年3月頃より病状悪化し不定期でクリ
　ニックを訪れ身体不調を訴えることが多くみられ、自身での抑制が
　出来ない状況であることから、本日医療保護入院となる。
